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、學
術
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産
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上
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資
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た
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態
發
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標
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作

・
・

・

製
し
前
記
質
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以
て
配
付
す

'
体
裁
優
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．

．
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飾
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し
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難
卵

の
衝
準
に
對
す
る
紙
流
力
に

就
て
は
、一幅一に
本
場
に

於
て
試

驗
を

一'n
了
せ
り

。（第
三
--
北
，m
適
水
産
試
驗
場
報
告
參
照

）然
れ
:-l
，

同
卵
0

）重一， i一に
對
す
る
紙

読
力
に
就
き
て
は
'
末
一一一． 一試
驗
せ
る
も
の

な
し

。
北
大
水
産
專
門
部
講
師
武
m
志
麻
軸
氏
は
、
能
卵

の
耐
一一一一．力
に
開

す
る
研
究
結
果
を
、
館
館
一一一現
報
第
一
一一n-一一一一一一五'
六
一一一一一u一に
發
表
せ
り

。

こ
れ
に
依
れ
ば
'

一
粒
の
健
全
な
る
館
卵

の
有
す
る
耐
一一一一力
は

、
採

卵
後
滿

一
目

に
し
て

約

三
、（-

） l
i一一な
り
と

。然
れ
ど
も
同
-

:

-一の
研
究

は
單
に
卵
膜
が
壓
力
に
依

り
破
壞
せ
ら
る
る
限
度
を
明
に
せ
る
に
止

ま
り
、
壓
力
の
程
度
に
依
る
卵
の
生
活
理
象
に
及
ほ
す
影
響
に
就
き

て
は
研
究
せ
ら
．n
．」一一一，c
，

昭
和
五
年
本
場
に
於
て
は
離
卵
連
搬
器
を
考
集
し
'
爾
來

專
ら
本

通
搬
器
の
み
を
以
て
卵
の
連
搬
を
な
し
つ
-

あ
り
'
其
構
造
は
・一一講

:

・一一報
第
二
卷
-la
五

、
六
號
掲
載
の
如
く

、
方

一一一八
木
製
箱
に

し
て

、

通
搬
に
際
し
て
は
直
接
描
中
に
卵
を
充
し
'
木
一益
を
以
て
押
へ
た
る

上
'

細
を
以
て
繁
紳
す
る
も
の
な
れ
ば
内
容
-llP
に

對
し
相
常
大
な
る

歴
．-
］一を
加
・一一
る
も
の
と
す

。 :

S

、つ
て
卵
に
對
す
る
壓
通
が
其
後
の
解

化
一一W一に
發
育
に
如
何
影
響
す
る
や

を
明
か
な
ら
し
む
る
必
要
生
じ
た

る
・一一一一以て
本
試
一
職
を
な
し
た
り

。

試
驗
方
法

供
試
卵
は
本
場
一
附-
屬
一9一越
採
・
那
．

場
に
於
て
標
卵
せ
る
卵
．-「を
'
受

精
後
五
十

分
:
…
:

-

．

f・一一
時

間
後
に
於
て
前
記
通
搬
器
に
收
容

一一造し
'

一一一前一・一e
一一一一一は
馬
構
に
依

り
本
場
適
運
搬

（運
搬
時
間
約
二
時
間

一一一-）
到
一

若
直
後
の
も
の
に

し
て
、
壓
力
を
加
へ
た
る
方
法
は
'
極
め
て
一

平
滑

に
制
-～

）たる
一一一 :

ハ

五
分
角
厚
さ

一
寸
木
製
板
上
下

二
枚
の
開
・

．．一的
二

千
粒
の
--
試
卵
を

一
居
に
並
一一一
、
此
の
上
よ
り
所
要
の
重
さ
を
加

^
-一

一

館
卵
の
重
壓
に

對
す
る
抵
抗
試
驗

千

一一一一一陸
館

一一一- :
化

場

小

林

司

・
l

1資
1

科



號 三 第 卷 四 第

た
り

、
加
重
時
間
は
三
時
間
に
し
て
此
の
間
卵
の
一操
結
を
防
く
た
め

下
板
並
に
卵
の
都
分
を

・P;化
用
水
中
に
濃
し
置
き
た
り
'
而
し
て
加

重
終
了
と
共
に
卵
は
解
化
‘器
に
收
容
し
普
通
卵
同
様
の・
一一一m
態
の
下
に

解
化
せ
し
め

、仔
魚
は
睛
疆
吸
收
ま
で
解
化
權
に
於
て
一
調
育
し
、
解

第

一
表

一一

化
中

の
經
過
並
に
-lE-
化
後
の
掀
態
等
に
就
・0
-一配
一禁
．を
な
し
、
重
壓
の

影
響
の
有
無
を
調
査
せ
・o
，

。

試
験
の
經
過
並
に
結
果

試
験
の
經
過
並
に
結
果
を
示
せ
ば
次
表
の
如
し

。

尚
右
供
試
-llP
の
對
照
と
し
て
供
試
卯
と
同

一
日
に
採
卵
せ
る
も
の
の
解
化
並
に
E
育
の
經
過

一f左に
掲
ぐ

。

重
一一一一に
依
る
卵
の
破
壊

今
囘
の
試
驗
に
於
て
卵
の
破
壤
し
た
る
は
前
表
記

一取
の
如
く

、
第

七
群
に
於
て

一
粒
第
八
群
に
於
て
六
粒
第
;・L辞
に
於
て
九
粒
第
十
群

に
於
て
九
粒
第
十

一構
に
於
て

一
三
粒
第
十
二
辞
に
於
て
一
七
粒
あ

り
た
り

加
重
方
法
前
記
の
如
く
完
全
を
期
し
難
か
り
し
を
以
て

、

操
作

中
一・一一力
の
不
平
均
な
り
し
點
幾
分
あ
り
た
る
も
の
と
維
察
せ
ら

第

二

表

重
壓
を
加
へ
た
る
も
の
の
百
分
率
三

、九
乃
至
八

、三
然
も
百
分
率

最
高
な
る
八

、三
八

、一
粒
重
壓
最
大
な
る
．一一- :1
・一一一三
一一Io）場合
に
生

じ
た
る
も
の
に
し
て
，
一
見
重
壓
が
死
卵
に
影
響

一の
l～

）たる
が
如
く

る
る
も

、
此
の
結
果
よ
り
大
体
に
於
て
、

」
-;P
膜
弱
f
-l;
の
は
比
較
的

小
な
る
一一一一力
に
依
-l

）破壞
せ
ら
る
る
も
の
な
る
を
認
め
た
り

。

重
座
に
'一W一る
死
卵
の
發
生

第

一
表
記
載
の
死
卵
發
生
数
よ
り
死
卵
百
分
比
を
作
製
す
れ
ば
次

表
の
如
く
に
し
て

な
る
も

、
對
照
卵
な
る
重
壓
を
加
へ
，さ
る
も
の
の
死
卵
百
分
率
を
'

重
壓
を
加
へ
た
る
も
の
の
百
分
率
よ
り
差
引
く
時
は
其
数
字
は
種
小

と
な
り

、
第
-

ル
群
に
於
て
二
、
四
第
十
二
辞
に
於
け
る

二
'
〇
を
最

三



国

大
と
し
他
は
側
れ
-o

二
以
下
に
し
て
'
第
十
辞
の
-S
き
は
負

一
を
示

す
'
依
て
本
試
驗
の
程
度
に
於
け
る
加
重
壓
は
死
9P
發
生
の
原
国
と

な
ら
一r-一
る
-l
，の
の
如
く

思
考
せ
ら
る
o

第

三

表

llf
形
兒
の
發
生

1alf
形
兒
發
生
原
因
の
有
無
を
明
か
な
ら
し
む
る
:lS
・

の
左
に
-f
形
兒

發
生
数
の
百
分
表
を
掲
ぐ

。

右
表
に
使
る
に
時
形
兒
發
生
率
の
比
較
的
多
き
は
，
加
重
歴
の
大

な
ら
さ
る
第

三
群
第
四
群
第
五
群
等
に
し
て
'
加
重
壓
の
大
な
る
第

十

一一一一 :以
下
の
如
き
は

」
--
率
反
て
小
な
り
'
試
驗
卵
の
一解
一，
形
兒
發
生
率

よ
り
對
照
卵
6
lllf
形
兒
發
生
率
を
差
引
き
た
る
数
字
に
就
て
見
る
も

同
機
加
重
壓
の
大
な
，〇

も
の
に
崎
形
兒
發
生
率
多
き
を
認
め
・

ず

、
死

第

四

表

對
照
卵
に
對
し
重
壓
を
加
〈
'
た
る
も
の
は
何
れ
も
水
腫
病
の
發
生

率
大
を
示
す

。然
れ

共
十
常
這
に
於
け
る
兩
者
の
差
は
比
較
的
著
し

か
ら
・
ず

、
使
つ
て
之
を
偶
然
の
誤
差
と
し
無
視
す
る
・一一一得一一一一一る
に
非

ざ
る
も
、
第
十

一
部
第
十

二
構
に
於
け
る
該
病
發
生
百
分
率
は
そ
れ

以
外

の
も
の
に
比
し
甚
だ
し
く

大
に
し
て
'
明
か
に
重
一一一一一に
使
る
影

響
な
-i

）と認
め
ら
る

、
從
つ
て
卵

一粒
に
對
し
約
十
五
匁
内
外
の
重

一一一一一を
加
ふ
る
時
は

、
水
隨
病
發
生
を
促
す
も
の
，e
認
む

。

捕

要

供
試
卵
は
試
-f
開
始
時
一既
に
運
搬
の
爲
め
に
相
常

藤
追
を
加（-
ら

れ
し
も
の
に
し
て

、
此
の
卵
．-

．一一一-一に
以
上
の
如
き
重
壓
を
加

一̂し
場

各

種

水

生
菌

の

見

分
?一一り
，

方
卵
同
機
f
1
-

一一一一一に
依

る
影
響
な
・0
-一-o
の
の
如
し
、

:
-
-

1

n
魚
水
隨
病
の
發
生

稚
角
水
歴
病
の
發
生
は
可
成
重
壓
に
依
る
開
係
あ
る
も
の
の
如
し

en
ち
其
發
生
百
分
率
を
掲
く
る
に
左
表
の
如
く
に
し
て

合
に
於
け
る
・oll
，の
に
就
き
影
響
を
見
た
る
も
の
な
り

。

一
、
受
精
後
三

、四
時
を
經
過
し
た
る
一
確
卵
に
し
て
'
卵
膜
の
一一u

か
ら
一re
る
も
の
は

一
粒
に
對
し
約
十
・一一一内外
の
重
壓
力
に
て
破
壊
す

る
も
の
あ
り
o

二
'
同
上
の
難
卵
に
對
し

一
粒
當
り
十
五
一E一一内
外
の
重
壓
は
一一一一卵

原
因
と
な
ら
ず

、又
崎
形
一一一:1一--發
生
の
原
因
と
も
な
・一・一一・一一一一，，o

三
、一確
魚
水
願
病
は
卵
時

代
に
於
け
る
重
一一一一一に
依
り
影
響
せ
ら
る

る
事
多
く

'
一
粒
常
約
十
四
a
以
上
の
壓
力
は

一一n-一魚
水
腫
病
の
發
生

原
因
を
な
す

。

，

(重)

北
大
水
産
那
門
部

器

武

田

志

麻

之

輔

一一一-



2

腦
幹
は
一一一一一一-一一一M
標
一一M・一一一～
な
し
分
破
せ
・
ず

。繁
殖
細
胞
は

短
き
枝
の
擴
大
部
に
生
ず

。…
…
…
…
…
…
…
…
六

、，ー
ン

デ
一一

ラ

M
i

一一de一一 ie一一a

「蘭
絲
体
と
は
蘭
絲
の
集
合
せ
る
開
類
の
体
全
体
を
い
ふ

。サ

プ
ロ
、-

セ
ス

は
他
の
分
類
の
ネ
ー
グ
リ

一一・・一，;
と
同
様
の
も
の
な

り

」

五
'
永
非
氏
の
論
文
に
よ
る
も
の

（永
非
政
次
氏
S
t

u
一
b
i

e
3

o
一:
一一一一

J
a
l

）a一一es
c

S
:

一一一一一ro
-

c
9
n
i

ac
e
ae

北
一一一一適常
國
大
學
一一度
學
部
一一ル要
'

第
三
十
一一一一一0一第
一
號

、
昭
和
六
年

、
二
一
員

）

サ

プ
ロ
レ

グ

一ー
ア

科

I

、
胞
子
斑
は
球
形

、
棍
棒
掀
、
国
林
状
に
し
て
一一一一一一通
蘭
一一一一より

幅
'
廣
し
'
游
走
子
は

一列
な
ら
ず

。

1

浮
走
子
は
胞
子
班
先
端
の
孔
よ
り
個
々
別
々
に
泳
出
す

。

A
，
游
走
子
は

一
囘
游
泳
す

。胞
子
錘
は
城
形

、
卵
形

、
随

国
形
又
は
程
藤
掀
な
り

。新
し
き
胞
'十

斑
は
聚
織
献
分
一的
一

に
よ
つ
て
形
成
さ
れ

、
空
願
と
な
れ
る
も
の
・
、-
内
に
生
せ

ず
o

…
…
…
…
…
:
…
…
ピ
チ
オ
プ
シ
ス
o

B

、
游
走
子
は
二
同
游
:

球

-
o

a

'
胞
子
錘
は
圓
注
献
又
は
・

時
・一一一紡
難
'

形

。新
し
・
さ
胞
子

一
獲
は
空
麻
と
な
れ
る
も
の

、'内
に
生
・一一一，・
、
稀
に
は
前
の

も
の
の
下
に
側
生
す

。

一一
ア

、

…
サ

プ
ロ
レ

ク

一
圖
版
の
読
明

前
述
の
検
索
表
に
て
水
生
蘭
を
検
す
る
に
あ
た
り
て
大
体
如
何
な

る
も
の
で
あ
る
か
を
国
に
よ
つ
て
豫
備
智
一一一m
一一一一得
て
置
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
か
ら
前
記
の
著
書
か
ら
一
間
版
の
如
く
数
個
の

一
圖
を
轉
載
す
る
こ
と
に
致
し
;-l:
し
た
o
（此
-f
は
大
体
を
轉
寫
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す

）。尚
此
外
に
前
號
の
私
の
記
事
の
田
版
を
も
參
照
し

て
下
さ
る
こ
と
を
御
願
ひ
数
し
ま
す
o

圖

版

第

一

'

A

'
サ

プ
ロ
レ

グ

一一
ア

、ト
レ

チ

（S:a
P
r
o
le
9
n
i

a
T
一一一一一・et
i

）
游
走
子

の
充
滿
せ
る
游
走
子
-lll
。

a一、
同

游
走
子
一

株
出
後
の
游
走
子
獲

。

c
、
同

蔵
卵
器
と
蔵
精
器
o

D

、
サ

プ
ロ
レ

ク

一一
ア

の
一
種

（Sa
P

一'o l
e
9
n
i

a
S
l

-

P

）一9一一通
生
長
o

E

、
ビ
チ

一4
プ
シ
ス

、チ
モ
サ

（P
y
t

一一 io
P
8
is

C
-
-

m
言
） :一一一一走
子
錘

F

、
ア
ク
リ
ァ

の
一
種

（A
c

一一一yia
S
P
e
c

．）
…

M
-一走
子
斑
o

G

、
ー

ア
ク
チ
ウ
ク
ス

、モ
ノ
ス

ポ
ラ

（ l
） ict
y
u
c一一u:s
-
-
'-

o
:no
s
P
o
r
一一-

）

H

、
同

游
走
子
o

I

、
ト

ラ
ウ

ス
ト

テ
カ

、ク
ラ
ー

ヮ
，

ア

タ

（T
h

一・:au
s
t

o
t

一一eca
C
-

a
v
a
t

）

游
走
子
發

。

．

J

、
レ

プ
ト

レ

グ

一一
ア

、カ
ウ
ダ

タ

（一、ePt
〇

一e9
n
i

a
C
au
d
-

一a
）
分

六

b

、
胞
子
斑
は
棍
一藤
一一一m'
紡
一mn一形
又
は
回

:

-
-
-
-一一M。新
，）-一一一一

胞
子
一
獲
は
架
撤
崩
に
側
生
す

、
稀
に
は
一一一一一一通
生
長
を
な

す
o

…
…
…
…
…
-
…
:
イ

ソ
ア
ク
リ
ァ

、

2

游
走
子
は
胞
子
斑
の
頂
端
に

一一-l-る
孔
よ
l--

）個・一一一別
々
に
:

一一一

出
せ
一;i
〇

A

、
游
走
子
は
中
室
又
は
不
規
則
の
球
形
を
な
し
て
胞
子
-lE

の
ロ
に
集
つ
て
皮
一獲
を
生
・
ず

。…
…
…
…
・

ア
ク
リ
ァ

一 :
」、
游
走
子
は
胞
子
一一一a l一一一n-一の
破
壊
に
よ
つ
て
離
散
す

。胞
子

發
は
提

:

-
l

t
:

i
M

。新
し
き
も
の
は
長
き
節
間
を
以
て
假
軸
一一一

に
分
破
す
o

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
:
ト

ラ
ウ
ス

ト

テ
カ

、

c
、
游
走
子
は
胞
子
班
内
に
て
皮
一獲
を
生
じ
て
後
に
胞
子
斑

解

あ
各
の
孔
を
通
り
て
出
づ
、
胞
子
斑
は
1llu
注
般
）
新
き

も
の
は
長
・0
-
1

一
節
間
を
有
す
る
聚
撤
掀
分
一取
に
よ
る
か
又
は

求
底
的
に
生
・
ず
o

…
…
:
…
…
:
…
…
チ

ク

チ
ウ
ク
ス

'

1I
、
胞
子
一獲
は
圓
注
一
状
に
し
て
一置
通
は
蘭
赫
よ
り
太
か
ら
・

ず

。游

走
子
は
普
通
胞
子
疑
内
に

一列
を
な
す

。

l

游
走
子
は
胞
子
襲
の
先
端
の
孔
を
通
し
て
別
々
に
泳
出

す

レ

ブ
ト

レ

ク

一一
ア

2

游
走
子
は
胞
子
斑
の
口
に
中
察
S

球
形
を
な
し
て
皮
銀
を

生
ず
o

…
:
…
・
'
…
:
…
:
…
…
…
・

ア

フ
ア
ノ

、-

セ
ス

・

「之
は
永
并
氏
の
見
た
る
日
本
産
水
生
蘭
科
の
検
索
表
な
り

」

破
せ
る
胞
子
一擬
。

K

、
同

．

蔵
卵
器
と
蔵
精
器

L

、
ア

フ
ア
ノ
、-

セ

ス

'ス
テ
ラ
ト
ウ
ス

u
s

）

（A
P
一ーanl-l
O

m
y
c
e
s
S
te一ーat

M
、
:「・プ
ラ
ネ

ス

、プ
一フ
ウ

一一
，-・
（A
P
-

a
n
e
8

B
mu
n
-

i

）

目

版

第

二

A

、
プ
ー:l

ト

ア
ク
リ

ア

、パ
一フ
ド

ク
サ

（P
-・o
t

o
ac
一一一ya
Pa
ra
．
-

:

-

o
x
a

）

B

、
イ

ソ
ア
ク

リ
ァ

、ト
ル

ロ
イ

デ
ス

（「・ :

-

（） :-5
-

y
a
T
o
r
u
l

o
i

d
e
一一s
）

蔵
卵
器

。

C

、
レ

プ
ト
、-

タ
ス

、ラ
ク

テ
ウ
ス

（L
c
P
t
o
m
i
t

u
，-

l

a
c
t

e
一一a
）
若
．さ

游
走
子
一握
。

D

、
同

成
熟
せ
る
游
走
子
獲
o

n
、
ア
ポ
ダ

ク
リ

ア

'
ピ
リ
フ
ェ
ラ

（A
P
o
d
ac
-

一一ya
P
i
r
i
f
e
r
a

）

F

、
ネ

ー
グ
リ

ラ

、ラ
イ
ン

シ
イ
（
N
ae
9e
-

i

e
l
l

a

R
e
i

一uc
一一 ii
）

G

、
リ
ビ

デ
ウ
ム

'イ
ン

テ
ル

ル

プ
ト

ウ
ム

（R
一一 iP
i

d
i

u
n一一nter
一・一一，

p

言
一）
全
植
物
体

。

H
'

同

游
走
子
一
獲
と
蔵
卵
器
を
有
す
る
も
の

。

l

'
ア
ラ
ィ
ォ
ス
ポ
ラ
'プ
ル
ク
ラ

A
-
・a
i

os
P
o
r
a
P一一一c-m
）
蔵
卵

器
を
有
す
る
も
の
o

J

'
同

二
確
類
S
胞
:・班
。

K

、
同

蔵
卯
器

以

上
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雜

報

〇
保
護
河
川
湖
沼
の
指
定

六
月
十
四
日
付
北
海
適
廳
告
示
第
七
百
九
十
六
號
を
以
て
左
記
の

通
指
定
さ
れ
た

。

国

那

河
川
-E
-

1lM

期

間

千
島
国

占
守
一證
基

一一一 :一一 :
別

-g
川

理
f
M
に
十
開

同

同

別

-llt
-la

同

同

同

西

川

同

同

同

加
-llE
別
川

同

同

同

曲

川

同

同

同

鴨

川

同

'

同

同

要

国

-la

同

同

同

f
施

川

同

同

同

居

相

川

同

同

同

日
ノ

出
川

同

同

同

llla
日

川

同

同

同

連

:Me
川

同

同

同

節

川

同

同

同

，

茂

寄

川

同

‘ 同 同同  l l l l 同 同 同 同 同 同 同

同同同

'

同同同同

（占
守

一島
）

同同同同

一〇
大

谷

川

熊

川

出

川

中

川

未
別
飛
川

来
別
-ll-
紹

子

林

川

別

-9
川

別

-ll-
沼

9一一
別

川

中

川

同 同 同 同  同 同 同 同 同 同 同

〇
官
營
孵
化
場
事
業
計
書
打
合
會

去
る
三
月
二
十
二
日
及
二
十
三
日

の
二
日
間
北
海
適
廳
に
於
て
標

記
の
開
確
あ
り

。出
席
者
は
水
産
試
驗
場
よ
り
倉
上
場
長
'
大
野
技

手

、
千
競
解
化
場
よ
り
濟
藤
場
長
'
小
林
技
手
'
西
別
解
化
場
よ
り

田
中
場
長

、
根
室
支
場
よ
り
飛
島
支
場
長

、
本
略
よ
-

）一一-
井
水
産
課

長
'
半
田
技
師
'
大
川
前
殖
計
出
置
'

課
必
、
其
他
水
産
課
よ
り
谷
脇
'

村
井

、
野
田
'
前
田

、
内

:

9
の
語
氏
に
し
て
左
記
事
項
を
决
議
し
た

一 ）昭和
七
年
度
解
化
放
流
深
定
数

（千率
…
…
…
・・一準
…
…
・
五
千
万
粒

田
…
…
:
百
万
粒

西
別
…
…
:
i
・

館
…
…
:
三
千
万
粒

館
…
…
:
fi
i-
万
粒

留
別
・
…
…
…
:

．準
…
…
・
二
千
万
粒

a9
…
…
:
二
千
i

力

粒

計

一
億
粒

二
千
六
百

:

力

位

）
二
種
卵
配
付

X三
解
化
技
術
員
養
成

X四
試
驗
調
査

（イ
、
F
一8 l
-

S
t
o
P

Sc
re
e

一一
試
驗

（千
一競
）

ハ

、
時
不
知

、
紅
爾
調
資

（留

別

）

一
、
解
化
器
改
良
試
驗

（千

歳

）

本

、
-f
平
川
'

一一一 :

歸
移
殖
試
驗

（千

歳

）

へ

'
納

、
田
池
中
養
殖
試
驗

（千

齒

）

ト

、
能
卵
フ
オ

ル

マ
リ
ン

消
義
試
験
（西
別

）

）
五
新
營

、
改
造

（
〇
:

能
一
鱒
種
卵
配
:
:一…:

一一一M・況

昭
和
六
年
度
本
適
官
民
解
化
場
よ
り
供
給
せ
る
種
卵
左
の
如
し

。

器 計 ″望 計 ″″″″″ ' ″″ _節 計 ″″″″″// // //

・二' - 七 一 一 一 .=._ a m ニ = 8 ? 一一 =・ ? a -1l ? ? ?
1i; 8 , , 8 8 8 8 望 8 -o き 8 8 8 -o 3 9 6 8 8 5 8 8
°°°°°°°°°8°°°°°°°°°° C; 8 °
8 8 8 8 8 8 8 8 8 o 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

小

西

一E

一郎

明

石

幸

-la

林

長
右
工
門

小
館
原

常

書

市安

藤

武

一一n

江

川

定

古

和

国

一
夫

言 城 明

野 本 石

武 森 幸
者
二 一 輪

標 ″ ″ ″ " ″ ″ ″ 朱 ″ 」 風 場 i 常 風

津 太 蓮 津 幌 蓮

// //



昭
和
六
年
度
値

一人
工
孵
化
事
業
調

計 ″″″″″″・ 器

一'L, -- =・ a :二二・ =-
/、. a a o a o o o o

8 l 量 8 8 8 8 8 8 8_0 0 0l 0 0 0 0 0

// // ● ・ // // // //

昭
和
六
年
度
本
遭
陸
館
解
化
事
業
成
續
は
別
表
に
詳
記
せ
り

。而

し
て
之
を
海
定
計
資
に
比
較
す
れ
は
能
放
流
教
は
四

一
、四
一
〇
、九

一五
尾
の
增
な
る
も
解
放
流
数
は
五
二
、五

一
六

、七
七
四
尾
の
演
あ

り

。一又
最
-i!-
四
ク
年
の
平
均
以
に
比
較
す
れ
は

:

艦
放
流
数
は
五
二
、

〇
七
八

'一
八
〇
尾
の
一一一一解放
流
数
は

二
二
'一
八
七
'
六
八
19
尾
の

增
な
り
o

・

〇
昭
和
六
年
度
本
道
鮭
總

孵
化
事
業
成
績
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昭
和
六
年
度
鮭
人
工
孵
化
事
業
調



適
廳
一-

一一9官
民
解
化
事
業
關
係
者
の
本
會
は
去
る
六
月
二
十
四
日

午
前
十
時
北
海
適
水
産
會
樓
上
に
於
て
開
催
さ
れ
て
官
廳
側
か
ら
は

新
非
水
産
課
長

、半
田
技
師
外

六
名

、
水
産
試
驗
場
倉
上
場
長

、
大

野
技
手

、
齋
藤
千
一競
'
田
中
西
別
'
石
井
留
別
の
各
解
化
場
長
の
十

三
名
に
民
設
解
化
場
か
ら
は
經
一常
者

及
技
術
員
共
三
十
七
名
に
て
一一一 :

-l-

記
事
項
に
つ
・
さ
協
議
し
同
日
午
後
四
時
開
會
せ
り
o

）一fn一一一問
事
項

一
、解
化
事
業
の
經
營
改
書
に
開
す
る
件

（読
明

）本
適
民
營
解
化
事
業
の
放
流
成
續
は
遂
年
好
果
を
示
し
居

る
も
其
の
1llf
營
は
遂
年
困
難
を
增
加
す
る
傾
向
あ
り
殊
に

近
年
の
時
勢
に
對
し
特
に
經
營
方
法
を
を
改
善
し
て
之
に

順
應
す
る
必
要
あ
る
を
認
め
ら
る
・
、-
に
よ
1l

）本適
一降一
面
審

殖
保
護
の

一般
的
見
地
よ
り
す
る
解
化
事
業
方
策
と
各
解

化
場
個
・一一一の
經
營
方
法
に
開
し
具
体
的
意
見
を
求
む

）
二

注
意
事
項

（一、昭
和
六
年
度
民

一一最
化
場
四
十
九
ヶ
所
に
對
す
る
事
業
検
査
監

-f
の
結
果
左
表
の
如
し
前
今
特
に
注
意
を
要
す

）一親
魚
挿
獲
採
卵
に
開
す
る
事
項

'

（
〇
鮭
鱒
孵
化
事
業
協
議
會

無
許
可
に
て
術
盤
・一一一一一他
人
に
請
:

員

は
し
め
た
る
も
の

四
ヶ
所

術
班
場
所
漁
具
時
期
を
速
反
せ
る
-o

の

三
ク
所

未
熟
識
一一-一特
に
多
き
も
の

二
ク
所

實
際
の
術
推
数
を
記
一
較

せ
r
-
----
る
も
の

二
ヶ
所

日
報
・一一一一一括
提
出
せ
る
も
0

）及前
獲
場
所
を
區
別
せ
r
1
----
る

も
の

二
ヶ
所

連
搬
害
死
卵

字
を

標
卵
数
に
合
算
す
る
も
の
及
記
載
せ
r
-
---;

る
も
の

二
ヶ
所

）
二

解
化
に

開
す
る
事
項

（水量
不
足
及
水
源
不
完
全
な
る
も
の

五
ヶ
所

解
化
室
設
俯
不
完
全
な
る
も
の

四
ヶ
所

・-lf出
前
卵
子
を
養
一m
池
に
撤
布
せ
る
も
の

二
ヶ
所

設
備
不
良
に
し
て
一一一一一期一数
の
特
に
多
・
さ
も
の

二
ヶ
所

養
m
池
設
備
不
完
全
な
る
も
の

三
ヶ
所

日
覆
板
解
化
器
の
不
足
せ
る
も
の

三
ク
所

）
三

其

の

他

（無許
可
に
て
卵
子
を
他
に
分
藤
せ
る
も
の

一
ケ

所

無
許
可
に
て
設
備
を
變
更
せ
る
も
の

二
ヶ
所

技
術
-nl-
劣
と
認
む
る
も
の

八
ヶ
所

成
續
表
不
整
理
な
る
も
の

六
ク
所

事
業
に
誠
意
を
欠
く
と
認
む
る
も
の

二
ヶ
所

計

五
十
三
ク
所

一- =・、



二
'
報
告
一の
期
日

嚴
守
内
容
0

）正確
を
期
す（
-

し

三
、
監
管
薄
に
開
す
る
件

）
一一一
指
示
事

項

（一、應
急
設
備
に
開
す
る
件

災
害
に
依
り
解
化
設
備
に
對
し
應
念
處
置
・一，-一一一一一した
る
-lla
合
に
は

直
に
詳
細
・一一一報告
す
る
こ
と

。

一
'
資
金
積
立
に
開
す
る
件

本
件
は
機
會
あ
る
傅
に
指
導
し
來
た
る
も
今
後
特
に
剩
餘
金
を
一審

積
し
繰
營
の
安
定
を
期
す
る
必
要
あ

り
o

'

一
'
技
術
員
の
改
書
活
用
に
開
す
る
件

解
化
事
業
一
効
果
の
確
資
を
期
す
る
に
は
技
術
の
確
資
を
必
要
と
す

る
こ
と
勿
論
な
れ
は
特
に
進
歩
向
上
に
努
む
へ
く
殊
に
親

一一a一補
一

独

標
卵
に
は
必
す
技
術
員
を
し
て
常
ら
し
め
能
率
の
增
進
を
期
す
（-

し

。

一
、
怖
盤
場
o
）整理
に
開
す
る
件

多
数
S
術
控
場
の
許
可
を
受
け
然
も
實
施
せ
さ
る
場
所
往
々
あ
り

斯
る
も
0

）は整
理
の
・r一
麼
合
す（
-

し

。

．

一
，
水
産
随
K

的
金
下
付
願
に
開
す
る
件

）
:
-

願
書
は
其
の
年
度
の
四
月
三
十
日

一過に
必
す
提
出
す
〈一し
o

）
（
，
:

'
請
求
一一一一f添
付
の
精
算
書
は
機
式
・一一一一嚴
一一:・
し
正
確
を
期
す
へ
し

一一、經
ロ1
畑

善

作

高
清
水

度

吉

山

本

勇

作

村

井

義

雄

齋

藤

1

a一一E

竹

林

-9
大
郎

荒

木

勝

二

小
出

谷

政

二

幅

川

一選

吉

「1-一一一=
観

S

蔵

古

澤

鴻

三

松

崎

集

次

八
木
澤

繁

次

野

坂

良

吉

大
適
寺

政

治

川

村

六
太
郎

山

村

三

郎
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蔵

漢
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勝
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部

最

一

田
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番
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村
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本
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郎
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崎
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一
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昭
和

五
年
度
收
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决
算
報
告
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一
、
解
化
事
業
用
水
使
-f
に
開
す
る
件

既
設
一
解
化
一場
用
水
は
河
川
取
締
規
則
に
よ
り
許
可
を
受
け
る
必
要

あ
り
未

一．一一之が
許
可
を
受
け
さ
る
も
の
は
至
急
手
續
を
と
る
こ
と

一
'
親
，-m一和一捜
願
書
添
付

一間
面
の
件

親
扣
渡
許
可
願
書
に
添
付
す

、・一一一一一圖
一面
に
開
し
て
は
取
扱
上
の
都

合
も
あ
る
を
以
て
爾
今
陸
地
測
量
部
發
行
五
万
分
の
一
の
地
圖（

明
確
に
記
破
せ
る
も
の
を
添
付
せ
ら
れ
た
し
o

會

報

第
四
回
總
會
要
録

本
會
第
四
回
總
會
は
六
月
二
十
五
日
北
海
適
水
産
常
独
上
に

て
開

催
さ
れ

た
o

そ
の
一状
況
左
の
如

し

。

一
'
出

席

者

（順
序
不
同
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新
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郎
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芳
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．
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差
引
な
し

右
満
場

一
致
承
認
さ
る

。

二

、昭
和

六
年
度
事
業
報
告

一
、機
關
誌

，
-

， i-
::

行

本
誌
は
本
邦
解
化
事
業
界
唯

一の
學
術
雜
誌
に
し
て
創
刊
以
來
四

年
を
間
し
規
一概
一小
な

，
--

）と難
も
内
容
充
實
す
る
を
以
て
定
評
あ
り

今
や
廣
く
本
邦
各
地
に
頒
布
せ
ら
る

本
年
度
判
行
總
數
二
千
部
毎
囘
四
百
部
'
内
會
員
へ
の
配
付
数
八

百
六
十

五
部

、
會
員
外
配
付
数
千
十
五
部
な
り
會
員
外
配
付
は
遭

内
外
水
産
開
係
官
術

、
學
校

、
圍
体

、
新
聞
雜
一誌
・m一
'
個
人
な
り

一一
、養
第
試
驗

本
年
度
に
於
て
飼
育
せ
る
解
は
前
年
度
線
越
の
も
の
三
千
尾
に

し

て
放
養
時

の
体
長
平
均
三
寸
な
り
し
が
之
を
-E
育
し
九
月
末
に
平

均
一・n一寸
に
成
育
し
た
-l

）此後
の
飼
育
は
不
利
な
り
と
認
め
研
究
用

標
本
を
除
き
四
百
六
十
七
尾
を
試
費
せ
り
費
價
は
体
長

一
寸
に
つ

一一一一一一
錢

の
割
と
し
四
六
六
尾
二
十
:

二
国

三
十
五
錢
な
り
一
即
・

一實
却
せ

る
も
の
の
体
長
平
均
五
寸
に
し
て
成
長
率
約
七
割
に
し
て
好
成
續

從
來
本
標
本
を
作
成
し
希
望
者
へ
有
fu
配
付
・一一一，一な
し
來
れ
る

，
-

近

時
申
込
者
少
く

（無
償
分
與
申
込
者
は
次
第
に
增
加
す

）多
数
の
材

科
を
一一一一一蔵
す
る
掀
態
な
り
而
し
て
木
事
業
の
趣
一一一一に確
み
確
魚
保

護
觀
念
の
微
底
を
期
す
る
た
め
之
を
開
係
密
接
な
る
地
方
一S
小
學

校
其
の
他

、
-

・=l-
一
償
配
付
を
爲
さ
む
と
す

本
準
度
配
付
性
定
数

一一一一一一---一i-
二
十
組

四
'
養
館
試
驗

從
來
に
引
續
き
實
施
す

五
、
解
化
場
打
合
會
開
催

從
來
通
總
會
を
一0一一一
官
民
解
化
場
の
打
合
會
を
開
確
す

六

、
親
角
利
用
試
驗

民
營
解
化
場
收
入
一增
加
の
方
法
と
し
て
左
記
試
驗
を
爲
さ
む
と

A

、
寒
座
引
製
造
試
驗
・

・

千
歳
西
別
兩
解
化
場
へ
依

類
製
造
し
且
試
費
を
爲
す

B

、
魚
皮
利
用
試
驗

．

北
大
水
産
專
門
部
へ

:一一一績
し
製
一一一一す

材
料
1
1
購

、
節

、
梓
太
師
'
紅
距

、ァ
ー

マ

ス

，
ィ
ト

ウ

等

'

七
-

解
化
事
業
一選
常

調
査
會

民
營
解
化
場
の
經
管
方
法
の
改
善
並
本
適
能
館
解
化
一…一一一・業
方
針
に

開
し
衆
知
を
集
・一の
具
体
的
研
究
を
-S
し
其
'

の
實
行
を
期
す
る
必
要

あ
り
と
認
め
本
會
・一一一
員
中
よ
り
委

一員若
干
名
-
-一一一囑
託
し
調
査
を
な

=
〇

を
收
め
た
り

此
間
使
用
し
た
る
一3一科
は
人
T一一m一科使
か
的
五
買
に
過
す
こ
れ
天

然
田
科
の
利
用
に
留
意
せ
し
に
よ
る

九
月
以
降
は
本
年
度
採
卵
に
係
る
確
角

一万
尾
を
飼
育
中
な
り

三

'
技
術
員
打
合
會

本
會
は
七
月
二
十
五
日

開
確
し
前
述
の
如
く
官
民
六
十
三
名
の
出

席
あ
・

り
打
-

）打合
協
議
事
項
は
語
間
-9
項

一
件
'
協
議
事
項
三
件

'
指

示
事
項

一
〇
件

、
注
意
事
項
二
件

、
希
望
事
項
十

一件
あ
り
て
之

を
决
定

一 :
-

-
一

り

講
師
と
し
て
一踊
席
を
仰
き
た
る
は
水
産
局
德
久
技
師

、
北
大
水
産

專
門
部
武
田
講
-le
の
二
氏
に
し
て
事
業
上
直
接
必
要
な
る
講
演
あ

り
大
に
的
一 :・一一一一せ
り

怡
も
開
確
中
の
一1n
一総
器
一一會・一一一見學
し
平
素
山
間
の
解
化
場
に
動

務
す
る
技
術
者
に
對
し
啓
發
す
る
と
こ
ろ
大
な
り
き

三

、昭
和
七
年
度
事
業
計
書
及
豫
算

事
業
計
割

一
、
會
報
發
行

（能
館

:

通
一報
）

自
七
月
一一一・?M-r
年
六
月
隔
月
發
行
計
六
囘

．

二
'
臨
時
出
版

本
會
の
日
的
一
連
成
に
必
要
と
認
む
る
も
の
を
一随
時
刊
行
す

三
、
能
發
生
標
本
の
配
付

す右
は
左
記
委
一一一一'll;を
以
て
調
査
會
を
組
織
し
研
究
す
る
こ
と
而
し
て

調
査
含
は
來
る
八
月
---
に
第

一
回
を
開
催
す
る
こ
と
に
决
定
せ
り

。

委

-一員

支

略

別

．

委

一員

ta

走

細

定
外
二
那
一n
f

一那
'

養
-;i-
水
産
組
合
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一以
良
吉

）

同

絞
別
難
--一一一a im
水
・

一座
組
合

（大
西
--l-
率
）

f田
，

的

一天
一m一能
-lS
装
施
水
産
組
合

（山
村
三
郎

）

一一
'

谷

校

一N一一一一節
養
地
水
成
組
合

（村
1

」
-
-a
:

作

）

根

益

根
京

一-i'
節
養
成
水
産
組
合

（小
池
仁
郎

）

同

（国
後

）

-

一-
後
水

一一一一會

同

（舞
捉

）

一a
-

一一'一島
水
産
會

（八
木
線
禁
次

）

河

西

・一， im一外
四
部

:

i一-l-'
ll3
養
旅
水
産
組
合

（水
--u
一・郎
）

鋼

路

国

動
路
水
産
會

（書
一一基
造

）

浦

河

日
高
水
産
會

（密
藤

德

）

應

振

階
振
水
産
會

（書
藤
主
計

）

渡

．

島

-la
架
部
川
難
魚
排
-lla
組
合

（路
藤
意
影

）

補

lll

lla
棚
那
:
ll
・
業
組
合

（常
下
和
平

）

後

意

尻
別
川

一一一一一一一一人H
解
化
組
合

（佐
辞
群
:

満

）

外

一一・一一一一一一側
六
名

計

二
十

名

八

、
優
良
解
化
場
表
影

適
一n一検
査
の
結
果
に
依
り
優
秀
な
る
成
緻
を
示
し
た
る
民
管
解
化

二

一



試
驗
中

の
1-
働
・

魚
類
停
上
細
等
を
観

、
風
光
の
明
属
一一一一nし
有

一一一一u-一一我

な
る

一
日
を
過
せ
り

。

t::
，
昭
和

-
年
度

一種
會
員
會

一責
f
:

t一定

本
年
度

一
種
會
員
o
）會
費
は
今
回
の
總
會
に
於
て
左
表
の
通
决
定

を
見
た

。本
年
度
に
限
り
時
節
柄
例
年
の
的
二
割
減
て
あ
る
o

支

出

場
を
當
該
年
度
本
會
總
會
に
於
て
表
彰
す

右
は
孵
化
一場
技
術
員
を
も
併
せ
て
表
彰
す
る
こ
と
に
决
定
せ
り

。
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右
一一理
場

一
致
承
認
一一e---
る

四

'
希
望
事
項

ィ

、
解
化
事
業
技
術
者
の
身
分
保
障
に
開
す
る
件

ロ

、
解
化
事
業
打
合
會
の
結
果
を
各
解
化
場
員
に
徽
底
せ
し
む
る

件

（以
上

菊
地
一a一一助
君
提
出

）

五

、講

演

滿
洲
觀
察
談

吉
田
-S
造
一一一一一一

ャ
マ
ー

一
の
保
護
に
開
す
る
私
見

大
野
磯
吉
着

・-化
事
業
に
フ
オ
ル

マ
リ
ン

液
の
使
用
，-一一a-一む
．
田
中
:

-

蔵
一一一一 :

能
卵
の
重
壓
に
一
對
す
る
抵
抗
試
驗

小
林
教
司
着

六

、千
蔵
解
化
場
見
學

本
總
會
開
催
を
機
と
し
參
會
中
の
有

志
を
募
り
二
十
六
日
千
歳
解

化
場
を
見
學
せ
り

。一
行

三
十
六
名
に
し
て
最
新
の
同
解
化
場
設
備

、 _ _
実 一,、. 8 重. 容-l /、・ 0  0 0

8 8 8  l l l 8 8

、金
-l・a、其
ノ

1fi二
十 十

鍵観、

組
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石

沙

流
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一、

備
考

一
、
會
普

:

'
は
會
則
に

，・-
る
會
費
の
二
割
滅

一
、
一一一ff一 i

m一解
化
場
に

対
す
る
割
営
一一 :--
省
く

一
、一一W
必

:

'

本
年
十

月
進
に
納
付
す
る
-

一と

會

員

異

動

中 佐 可 青 横

香 入
西 野 谷 山 田

義 識 政 喜 徹
會

廣 三 夫 蔵 夫

岡

村

一国
館
一il-
赤
川
村
水
適
公
會

千
歳
館
aS
孵
化
場

同

上

同

上

紋
別
部
瀧
ノ

上
村
字
瀧
ノ

上
士
別
通
四
'

，

七北
海
適

」
9
水
産
一課

館
孵
化
用
器
具
ノ

御
用
命
ハ

是
非
--
弊
店
へ

一
、館
'
館

'
始

，
鯉

，孵
化
盆
及
同
枠

一
'
同
解
化
構

'
受
卵
器

一
、ァ
ス
フ

ア
ー一一一，
ト

（
流
動
）塗
料

一
、一プ
レ

ピ
ン

油

、各
種
染
科

一
、龜
甲

紗
（
卵
掬
用
）海
綿
:

一
、醫
一a一藥品
、工
業
藥
品

、高
名
賣
藥

一
、山
本
藥
院
製
一
劑
衛
生
材
料

孵
化
用
器
具
製
作
發
賣
元

一p〈一一・一・・
堂

山
本
勝
見
薬
舗
工
作

札
幌
市
北
三
保
東
六
f・
目

（一器前
フ

=・0
フ

ナ

lI
lf
二

一一一二
-:

a
一-a
小

a
一一一--
t:
八

故
渡
一一一一一子
之
次
郎
着
は
本
適
解
化
事
業
に
開
係
さ
る
-

こ
と
四
十

年
以
上
に
及
ぶ
一一一一． :

勞
者
て
あ
つ
た
が
今
回
斜
里
解
化
場
在
動
中
念

死
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
本
會
よ
り
o
m
一0-
l一一一一發
し
哀
神
の
意
を
表
し

た
o

'

〇
孵
化
事
業
報
告
書
類
提
出

に
關
す
る
ポ
タ

ス

1
配
布

解
化
事
業
に
開
す
る
各
種
報
告
'
中
請
書
を
其
筋
へ
提
出
す
る
こ

と
は
一e-一角
後
れ
一
勝
ら
官
民
共
に
之
に
よ
つ
て
各
種
の
不
使
行
違

ひ

を
來
す
の
て
今
度
本

會
に
於
て

「解
化
場
か
ら
道
1lE
〈
'

」
「期
限
は

正
確
に

」と
の
標
語
て
提
出
期
日
を
記
し
各
解
化
場
'
術
控
場
經

番
者
へ
配
布
す
る
こ
と
に
し
た
o

寄

贈

圖

書

東
一一一一一水
産
新
聞
'
水
政
新
聞

、
水
産
新
報

、
的
人

、
水
産
:

月
報

'

神
奈
川
縣
水

一一f
試
驗
場
昭
和
五
年

度
業
務
報
告
及
七
年
度
業
務
要

項

、
佐
jt9
の
水
産
（新
潟
縣
水
産
會

）

昭
和
七
年
七
月
:
-

●-
印
用

昭
和
七
年
七
月
廿
一f
表
行

札
幌
市
北
二

--
西
七
一T
目

一番
地

器
M

半

国

一一一一
男

札
幌
市
北

一性
西
六

一」一日
一番
地

印

一-f
人

大

谷

木

茂

:
-

:

-

a
市
北

一保
西
六
T
日

一番
地

印

一-
所

文

昭

一量
印

-B

所

I
IM
三
二
八
:i
●

札
幌
市
北
三
使
西
六

「日北
海
道
a
水
j-
課
内

登

行

所

北
海
道
始
第
解
化
事
業
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